





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長徳 3 年 ７ 月2７日：召合一番…左方国景に負（権記）
　　　　 ８ 月 １ 日：抜出二番…左方利近に勝（権記）
長保 2 年 ７ 月2７日：召合二番…左方阿閉長嶋に勝（権記）
　　　　 ７ 月2８日：抜出二番…左方物部惟信に勝（権記）
　　　　 ８ 月１2日：臨時三番…‌左方宇治部利村に負（部類）／左方助手御春時正に負（紀略）
寛弘 2 年 ７ 月29日：抜出…時に右方腋で、左方宗丘数材（宗岡員木）に勝（小右記）
　　　　 ８ 月１0日：最手越智常世とともに藤原道長より賜馬（御堂）
寛弘 3 年 ８ 月 １ 日：召合・抜出…左二番の美麻那重茂に負（権記、御堂）
寛弘 4 年 ８ 月20日：臨時二番…‌左方助手公侯常時と対戦するも、常時が「申障被免」。
布引二番でも対戦し、常時が勝（部類、権記）
長和 2 年 ７ 月29日：召合十六番…左方腋公侯常時と取組→「依臨夜不取」（小右記）
　　　　 ８ 月 １ 日：抜出二番…左方宗丘数木に勝（小右記、御堂）
長和 5 年 ７ 月2７日：‌召合十七番…時に右方最手で、左最手公侯常節と取組→「不取」（小
右記）
寛仁 3 年 ７ 月22日：最手として参来（小右記）
　　　　 ７ 月2７日：‌召合十七番…時に右方最手で、左最手公侯常節と取組→「不取」
か（小右記）
　　　　 ８ 月 １ 日：新参の越智富永について口添え（小右記）
治安 3 年 ７ 月2７日：召合　　※小右記 ７ 月29日条によると、供節か
　　　　 ７ 月2８日：抜出
万寿 2 年 ７ 月23日：最手として参来し、右大将藤原実資に召見（小右記）
　　　　　　　　　　　　　※この年は ７ 月１6日に相撲節停止を決定
万寿 4 年 ７ 月22日：最手として参来（小右記）
　　　　 ７ 月29日：故障を理由に抜出に不参し、拘禁された本孝の身柄を引き取る
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0１長和 2 年 ７ 月25日：藤原蔵規＊…大宰使府生若倭部亮範に付して唐物を進上
02長和 2 年 ７ 月26日：藤原明範…勝岡に付して唐物を進上
03長和 2 年 ７ 月29日：高田牧より絹30疋を進上
04長和 2 年 ８ 月 ７ 日：高田牧司宗像妙忠＊…豹皮・贄・八木等を進上
05治安 3 年 ７ 月１6日：高田牧より年貢を進上／牧司宗像妙忠＊…別に唐物等を進上
06治安 3 年１0月2１日：高田枚より臨時に雑物を進上／牧司宗像妙忠＊…年穀上分を進上
0７万寿 2 年 2 月１4日：‌宗像妙忠＊…雑物を進上／香椎宮司武行…唐綾を進上／大隅掾
為頼…檳榔200把を進上
0８万寿 2 年 ７ 月24日：‌「住大隅」延嘉朝臣が絹１0疋、為頼が絹１5疋・牛鞦色皮１0枚を
相撲人秦吉高に付して進上
09万寿 2 年 ８ 月 ７ 日：高田牧より年貢を進上／牧司宗像妙忠＊…別進物あり
１0万寿 2 年１0月26日：藤原俊忠…大弐藤原惟憲の使として絹・檳榔を進上
１１万寿 3 年 ８ 月 ７ 日：《相撲人県為永・秦吉高に高田牧駒下文を給付》
１2万寿 4 年 4 月2８日：高田牧雑物解文を進上
１3万寿 4 年 ７ 月22日：‌為頼…相撲人秦吉高に付して絹・色革・営貝を進上／肥前守惟
宗貴重…相撲人県為永に付して斑猪皮・色革を進上
１4万寿 4 年 ８ 月 ７ 日：《相撲人秦吉高に付して馬 １ 疋を「住大隅」為頼に給付》
１5万寿 4 年１2月 ８ 日：肥前守惟宗貴重…唐物・檳榔・温石鍋を進上
１6長元 １ 年 ８ 月26日：高田牧より米・贄等を進上
１７長元 １ 年 9 月 ７ 日：《前帥藤原隆家の消息により、夜久貝30余を遣す》
１８長元 2 年 3 月 2 日：‌薩摩守巨勢文任…使脚に付して絹・唐物等を進上／香椎宮司武
…薬物・檳榔子を進上／高田牧司宗像妙忠＊…雑物、また唐物
を進上し、宋人周文裔の書状を送付
１9長元 2 年 ８ 月 2 日：「住大隅国」藤原良孝…色革・赤木・檳榔・夜久貝を進上
20長元 2 年 ８ 月 3 日：薩摩守巨勢文任…紫草を進上
2１長元 4 年 １ 月１3日：大宰大監平季基…雑物を進上
22長元 5 年１１月１9日：高田牧より桑直絹50疋解文を進上
23長元 5 年１１月20日：高田牧より桑直絹50疋を進上




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0１天暦 5 ・ 2 ・１１／平25８；肥前国武雄社四至実検文の日下
神主：伴（草名）、五所官長：小槻（草名）、図師僧（草名）、郡司代：僧（草名）、書生
：船宿禰（草名）、府使：平朝臣（草名）、実検使加賀権守；源朝臣（草名）
02天仁 2 ・ ８ ・１4／平１７09；肥前国武雄社使上分田貢進状の日下
図師：僧（花押）、郡司掾：藤原（花押）、書生介：藤原（花押）、使／散位：惟宗
朝臣（花押）
03天永 2 ・１0・ 2 ／平１７53；筑前国観世音寺三綱解案
中津庄について、「新司在京之間、附在庁官人等解状」と見ユ







0７大治 １ ・ 9 ・ 6 ／平20８4：大宰府政所下文案
中津庄の保護を命じる。充所は「肥前国雑掌」とあり、実際には「在庁官人等宜以
承知、依件行之」とある










１１応保 2 ・ 3 ・23／平4８04；肥前国司庁宣案
河上宮一宮の神事について「在庁官人及社宮等宜承知、更不可違失」と見ユ
１2嘉応 2 ・ 3 ・１0／平3535；留守所下案の日下
権介：船ゝ・酒─（在判）・縣ゝ（在─）・橘ゝ（在─）・上野ゝ・大江ゝ（在─）・
源─・船ゝ（在─）・？・船ゝ（在─）・筑志（在─）・？、目代：─（在─）



























20建久 4 ・１0・ 3 ／鎌693；留守所牒案
権介：源＊・橘朝臣＊・伴朝臣＊・酒井宿禰・船宿禰＊・船宿禰＊・橘朝臣＊・源朝臣＊・
橘朝臣＊・酒井宿禰＊、目代：中原＊






23承元 2 ・ 6 ／鎌１７4８；僧良厳解写…別所山住僧良厳に対する免判
目代右衛門尉：俊□＊
24承元 2 ・ 6 ／鎌補53１；僧良厳解状…留守所裁判を申請→袖判
留守所目代左衛門尉：藤（花押）
25承元 3 ・ 4 ・25／鎌１７93；留守所下文案…川上宮五八月両会流鏑馬事を定める
権介：船宿禰・平朝臣（在判）・─・─・─・─・─・─・
─（在判）・─（在判）・─・─、目代右衛門尉：藤原在判
26建暦 １ ・ 5 ・１７／鎌１８７5；肥前国留守所田地寄進状
　　　　　…一宮河上社の南門料として免田三町を寄進
権介：平朝臣（花押）・橘朝臣・［　］








29貞永 １ ・ 3 ・25／東大寺大勧進文書集８0；関東御教書
　　　　　…高木六郎家知が六箇里書生・税所執当両職を押領した旨を訴える
在庁権介：基直










32延応 2 ・ 2 ・１4／東大寺大勧進文書集39；官宣旨
肥前守藤原親頼が国守を拝任し、在京雑掌に土風を尋ねる
33仁治 2 ・ １ ・22／鎌5７43；肥前国河上宮政所注進状の袖書…税田所に勘申を指示
目代：─（在判）
34仁治 2 ・ 5 ・１８／東大寺大勧進文書集１6；官宣旨
肥前守藤原庁官久良の奏状中に在庁官人（庁官とも）等解を引き、国内の情勢を示す






36弘安 4 ・ 2 ・ ７ ／鎌１424７；大勧進聖守書状
　　　　　…河上宮造営を一国平均役で執行すべき旨を伝える
在庁
3７正応 3 ・ 2 ・20／鎌１７2７3；少弐経資召文…肥前国領郷之所課・宇佐宮用途事を執達
執行
3８正応 5 ・ ７ ・ 5 ／鎌１７965；鎮西奉行連署書下案
執行職：於保四郎入道　　　





40正安 4 ・ 9 ・１0／鎌2１234；鎮西御教書案…河上社造営
在庁




42乾元 2 ・ ８ ・ 4 ／鎌2１590；鎮西御教書案…河上社造営
在庁
43正和 4 ・ 6 ・ 2 ／鎌25526；鎮西下知状
国衙雑掌





45文応 3 ・ 2 ・2７／鎌2７７26；肥前髙来西鄕永吉名国方馬上検注目録
　国師兼郡司、書生：（花押）、大使（花押）













4７元亨 3 ・ 9 ・１6／鎌2８523；鎮西下知状…文治 5 ・１１の文書に見ユ
権介：成弘
4８元亨 4 ・ 6 ・１6／鎌2８７25；鎮西下知状…文保 2 ・ 2 ・１0の文書に連署
国衙直人
49正中 2 ・ 3 ・１2／鎌29040；造宇佐宮作料米絹等勘定状
調所代：正善（花押）、税所代：道之（花押）、御使代：湛幸（花押）、御使代：長
秀（花押）、小目代：念法（花押）
50正中 2 ・ ８ ・ ７ ／鎌29１７5；肥前国調所代正善等連署勘定状
調所代：正善（花押）、税所代：光明（花押）、御使代：有貞（花押）、御使代：長
秀（花押）、小目代：念法（花押）
5１正中 3 ・ 3 ・ 2 ／鎌2936８；肥前国目代某書下
　　　　　…国司初任勘判・重任勘判を一宮川上免田に切進
目代（花押）
52嘉暦 3 ・ 9 ・25／鎌30400；目代某請取状案（青方文書）
目代：（花押）
53元徳 4 ・ １ ／鎌3１669；肥前河上社雑掌邦陣状写
在庁、留守所







権介：季宗…田口新大夫行季により私領山手村を焼掃われる（康治 2 ・ 4 ・ 3 ）
国使権介：近依… 4 月中旬：行季に凌礫される
02治承 4 ・１１・１７／玉葉
権守：菊池権守（隆直）…「鎮西之賊」とあり、寿永 １ ・ 5 ・１１条で筑後守貞能に帰降












判官代：日奉直親安…益城郡の郡領氏族?　正暦 3 ・ 6 ・１2卒（７１才）
合志郡司兼行判官代：親保…親安の長男
益城郡政所：親義…親安の次男

































































































































































































































































































































































































































































09嘉禎 2 ・ 3 ・１７／鎌4945；大友親秀譲状
税所公文国侍所司職：大友親秀…父能直から伝来→三男観音丸に譲与
　　　　　　　　　　　　　　　　　＠その他、豊後・肥後の地アリ
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































秦吉高……　大秦元平 元重 元永 元光
元能
国元
信明 女
大蔵種章（明）
通房【河辺】 通平
有道【多祢】 有平
忠永【穎娃】 忠方
忠光【指宿】　忠元
忠信【知覧】　忠益
忠直【薩摩】　忠友
忠方
女薩摩国
押領使
彼杵三郎久澄　宣澄＊…薩摩目代押領使
義実
源為朝
女（宗阿弥陀仏）
忠景【阿多】
忠明【別府】
忠吉【鹿児島】
菊池恒遠
彼杵三郎久澄
女
女 則澄
忠真
忠綱
信忠【谷山】　忠光
女
女
女
親澄【伊作】
重澄（宣澄＊）
秋澄【塩田】　光澄
久米郡司
飯島宗家
久米郡司
通綱
※
頼光
頼重…吉田院所領田畠
女…桑西郷所領田畠
女
建部某 女 宗親
清忠
 《建部》
頼親
頼清
正八幡宮
清貞
頼高 高清
親助
平行道（良道）※
忠家（忠永）
親清 親高
清房
清綱 清親御馬所検校 檜前太子（平安遺文2646号）
清重
親綱
頼経…禰寝院内の３村（大禰寝、浜田、大姶娘）、桑東郷田畠
頼利…贈雄郡所領田畠
権大掾頼貞
女…小川院所領田畠
…禰寝院内の３村（田代、志夫利、佐多）
図 8　薩摩平氏の略系図と大隅・薩摩国の在地豪族との関係
三
七
真
上
勝
岡
異
見
察
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
ｘ
『
平
安
遺
文
』
三
七
〇
五
号
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
八
月
右
近
衛
府
牒
右
近
衛
府
牒　
薩
摩
国
衙
。
欲
レ
被
下
准
二
先
例
并
傍
例
一
停
止
上
、
相
撲
人
大
秦
元
光
先
祖
相
伝
所
領
田
畠
、
為
二
家
道
・
重
綱
并
国
吉
等
一
、
以
二
非
道
一
致
レ
妨
事
。
使
番
長
和
気
光
里
、
火
長
二
人
。
牒
、
得
二
彼
元
光
解
状
一
偁
、
於
二
件
郡
一
者
、
元
（
光
脱
ヵ
）
先
祖
元
平
去
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
依
二
貢
節
之
功
一
、
始
賜
二
本
□
（
府
ヵ
）
牒
一
、
補
二
郡
司
一
之
後
、
迄
二
于
元
重
一
□
（
任
ヵ
）
二
代
代
府
牒
并
宣
旨
等
一
、
知
行
郡
奏
来
之
間
、
去
応
保
年
中
（
一
一
六
一
・
六
二
）、
□
敵
人
家
道
構
二
取
国
司
庁
宣
一
、
知
行
僅
四
箇
年
也
。
然
而
任
二
道
理
一
、
元
重
如
レ
元
還
補
畢
。
其
後
元
永
請
二
継
彼
職
一
知
行
之
間
、
去
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
比
、
敵
人
重
綱
以
二
野
心
一
致
二
濫
訴
一
之
刻
、
以
二
問
注
状
一
被
レ
問
二
法
家
一
時
、
法
家
勘
判
明
鏡
也
。
絶
二
家
道
・
重
綱
愁
緒
一
之
処
、
今
又
国
吉
出
来
、
名
田
之
致
レ
妨
之
条
、
無
二
其
謂
一
。
何
況
元
光
去
年
依
二
貢
節
功
一
、
任
二
手
継
相
伝
代
代
文
契
理
一
、
注
二
子
細
一
訴
二
申
本
府
一
之
時
、
同
九
月
日
賜
二
府
牒
一
、
同
十
月
十
九
日
賜
二　
宣
旨
一
之
後
、
郡
内
田
畠
山
野
併
無
二
相
違
一
可
レ
知
二
行
郡
務
一
之
処
、
郡
内
云
レ
親
云
レ
疎
、
濫
行
為
レ
先
之
輩
有
二
其
数
一
。
因
レ
茲
元
光
于
レ
今
不
二
安
堵
一
之
条
、
愁
緒
之
至
無
道
之
甚
、
何
事
如
レ
之
。
然
則
賜
二
本
府
御
下
文
一
、
任
二
道
理
一
停
二
止
件
家
道
・
重
綱
并
国
吉
等
乱
行
一
、
元
光
如
レ
本
欲
レ
遂
二
安
堵
計
一
焉
。
望
請
府
裁
、
任
二
道
理
一
賜
二
御
使
一
、
停
二
止
親
疎
横
妨
等
一
、
無
二
相
違
一
知
行
、［　
　
　
］
者
、
彌
仰
二
奉
公
之
貴
一
矣
者
。
府
加
二
覆
審
一
、
□
（
所
ヵ
）
レ
申
有
レ
実
。
任
二
先
例
一
早
被
レ
留
二
家
道
并
重
綱
乱
行
一
、
早
被
レ
停
二
止
国
吉
田
畠
相
論
之
妨
一
、
元
光
如
レ
本
任
二
先
祖
相
伝
理
一
、
令
レ
領
二
知
件
田
畠
一
、
且
任
二
先
例
并
宣
旨
・
同
代
代
證
文
等
理
一
、
可
レ
知
二
行
牛
屎
郡
司
職
一
之
状
、
依
二　
大
将
宣
一
、
牒
奏
如
レ
件
。
以
牒
。（
下
略
）
ｙ
『
平
安
遺
文
』
三
七
八
七
号
安
元
三
年
（
一
一
七
七
）
四
月
右
近
衛
府
政
所
下
文
右
近
衛
府
政
所
下　
薩
摩
国
牛
屎
郡
相
撲
人
大
秦
元
光
并
府
使
光
里
等
。
可
下
早
任
二
道
理
一
停
止
上
国
吉
妨
田
地
并
苅
取
田
弐
拾
伍
町
参
段
事
。
右
、得
二
去
二
月
日
元
光
并
府
使
光
里
等
解
状
一
偁
、云
々
具
。
而
件
元
光
田
地
以
二
去
去
年
一
可
レ
停
二
止
国
吉
妨
一
之
由
、被
二
宣
下
一
畢
。
三
八
而
彼
国
吉
或
相
二
語
国
衙
在
庁
官
人
等
一
、
或
相
二
語
島
津
庄
官
等
一
、
恣
去
年
秋
苅
二
取
作
田
毛
稲
一
之
由
有
二
其
聞
一
。
事
若
実
者
、
且
任
二
道
理
一
、
且
任
二
先
日
下
知
之
旨
一
、
停
二
止
彼
国
吉
妨
一
、
早
可
レ
糺
二
返
件
苅
取
稲
一
之
状
、
依
二　
大
将
宣
一
、
所
レ
仰
如
レ
件
。
敢
勿
二
違
失
一
。
故
下
。（
下
略
）
　
ｘ
・
ｙ
は
相
撲
人
大
秦
氏
を
め
ぐ
る
紛
争
で
あ
り
、
大
秦
氏
は
第
一
章
で
触
れ
た
大
隅
国
の
相
撲
人
（
右
方
）
秦
吉
高
と
系
譜
関
係
を
想
定
で
き
る
と
す
る
見
解
も
呈
さ
れ
て
い
る（60
（
。
こ
の
事
例
で
も
ｖ
と
同
様
に
、
大
秦
元
光
は
右
近
衛
府
に
後
ろ
盾
を
求
め
て
お
り
、
大
秦
氏
は
右
方
の
相
撲
人
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
時
の
右
近
衛
大
将
は
平
重
盛
で
、
ｘ
・
ｙ
と
二
度
に
亘
る
指
示
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
元
光
に
対
す
る
濫
行
は
な
か
な
か
停
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
家
道
・
重
綱
の
系
譜
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
隣
の
郡
司
系
領
主
の
一
族
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
国
吉
は
檜
前
姓
篠
原
氏
（『
篠
原
系
図
』
の
国
能
）
に
比
定
さ
れ
る
人
物
で
、
建
久
八
年
図
田
帳
に
は
牛
屎
院
三
百
六
十
町
の
う
ち
、
永
松
名
二
百
四
十
町
は
院
司
元
光
の
知
行
、
光
武
名
五
十
町
が
九
郎
大
夫
国
吉
の
知
行
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
元
光
に
次
ぐ
勢
威
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
い
う（6１
（
。
　
牛
屎
郡
（
院
）
は
肥
後
南
部
に
隣
接
し
て
お
り
、
篠
原
氏
は
肥
後
南
部
に
も
所
領
を
有
し
、
か
な
り
広
汎
に
繁
衍
し
た
一
族
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（『
篠
原
系
図
』
に
は
国
能
＝
国
吉
の
子
国
明
は
「
阿
蘇
大
宮
司
聟
、
六
位
官
人
」
と
あ
る
）。
大
秦
氏
は
少
な
く
と
も
十
二
世
紀
前
半
の
元
平
の
時
代
か
ら
郡
司
職
を
保
持
す
る
有
力
豪
族
で
、
中
央
の
近
衛
府
と
の
つ
な
が
り
を
背
景
に
、
当
地
で
の
紛
争
を
有
利
に
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ｙ
で
は
篠
原
国
吉
は
在
庁
官
人
や
島
津
庄
の
庄
官
と
も
結
託
し
て
、
刈
田
狼
藉
に
及
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
の
勢
力
は
侮
り
難
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。し
た
が
っ
て
在
地
の
紛
争
は
容
易
に
は
終
結
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、世
代
を
越
え
て
訴
訟
が
続
い
て
い
く
次
第
で
あ
っ
た
。
ｕ
・
ｖ
の
伴
氏
と
阿
多
権
守
平
忠
景
の
紛
擾
に
関
連
し
て
は
、
上
述
の
宣
澄
や
源
義
実
が
没
落
し
た
後
に
、建
久
八
年
図
田
帳
の
段
階
で
忠
景
の
久
吉
名
を
領
有
し
て
い
た
の
は
在
庁
種
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
い
。彼
は
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
七
月
大
蔵
種
章
解
状
（『
鎌
倉
遺
文
』
一
─
二
五
〇
号
）
に
、
伴
信
明
の
嫡
女
を
妻
と
し
て
薩
摩
郡
山
田
村
地
頭
職
の
裁
許
を
三
九
真
上
勝
岡
異
見
留
守
所
に
申
請
し
た
大
蔵
種
章
に
比
定
さ
れ
、
伴
氏
は
大
蔵
氏
流
に
属
す
る
人
物
と
も
婚
姻
関
係
を
結
び
、
様
々
な
手
段
を
講
じ
て
薩
摩
平
氏
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
在
地
で
の
関
係
を
複
雑
化
さ
せ
、
複
数
の
勢
力
の
交
錯
、
紛
争
関
係
者
の
増
加
、訴
訟
の
長
期
化
を
惹
起
す
る
要
素
で
あ
り
、鎌
倉
時
代
以
降
の
新
た
な
地
域
の
歴
史
の
展
開
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
む
す
び
　
小
稿
で
は
相
撲
人
真
上
勝
岡
の
出
身
地
訂
正
に
関
連
し
て（62
（
、
肥
前
・
肥
後
や
薩
摩
の
在
庁
官
人
・
武
士
の
動
向
を
私
な
り
に
整
理
し
て
み
た
。
い
ず
れ
も
先
学
の
驥
尾
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
在
庁
官
人
の
分
析
や
国
衙
機
構
を
め
ぐ
る
紛
擾
な
ど
の
検
討
が
当
該
期
の
地
域
の
歴
史
の
推
移
を
解
明
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
薩
摩
の
伴
氏
に
関
し
て
は
、
相
撲
人
の
視
点
か
ら
こ
の
一
族
の
展
開
や
武
士
と
の
競
合
に
つ
い
て
、
知
見
を
付
加
し
得
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
考
え
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
関
連
論
考
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
在
庁
官
人
・
武
士
や
相
撲
人
の
考
察
は
史
料
の
少
な
い
国
衙
支
配
の
人
的
構
成
を
知
る
上
で
有
効
な
方
法
で
あ
り
、
試
作
の
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
国
衙
関
係
者
・
在
庁
官
人
表
（
稿
）」
を
さ
ら
に
補
訂
し
つ
つ（63
（
、
各
国
の
個
別
状
況
を
悉
皆
に
考
究
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
蕪
雑
な
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。
四
〇
註（１
（‌‌
拙
稿
「
諸
国
相
撲
人
一
覧
（
稿
（〔
第
二
版
〕」（『「
郡
的
世
界
」
か
ら
国
衙
の
支
配
へ
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
十
六
年
度
〜
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
（
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
・
森
公
章
（、
二
〇
一
九
年
（。
（
2
（‌‌
拙
稿
「
刀
伊
の
入
寇
と
西
国
武
者
の
展
開
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
三
四
、二
〇
〇
九
年
（。
（
3
（‌‌
志
方
正
和
ａ
「
菊
池
氏
の
起
源
に
つ
い
て
」（『
熊
本
史
学
』
一
五
・
一
六
、一
九
五
九
年
（、
ｂ
「
刀
伊
の
入
寇
と
九
州
武
士
団
」（『
日
本
歴
史
』
一
四
〇
、一
九
六
〇
年
（、
正
木
喜
三
郎
ａ
「
宗
像
妙
忠
」（『
古
代
・
中
世
宗
像
の
歴
史
と
伝
承
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
（、
ｂ
「
律
令
制
の
崩
壊
と
宗
像
」（『
宗
像
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
古
代
・
中
世
、
一
九
九
九
年
（
な
ど
。
（
4
（‌‌
部
領
使
に
つ
い
て
は
染
井
千
佳
「
相
撲
の
部
領
使
に
つ
い
て
」（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
一
二
、二
〇
一
〇
年
（、
物
節
の
語
義
は
佐
々
木
恵
介
「『
小
右
記
』
に
み
る
摂
関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
（
を
参
照
。
（
5
（‌‌
ａ
の
時
点
で
の
右
方
最
手
は
伝
説
的
な
名
手
越
智
経
世
で
あ
り
（『
宇
津
保
物
語
』
初
秋
に
登
場
す
る
「
伊
予
の
最
手
つ
ね
つ
き
」
の
モ
デ
ル
か
（、
彼
は
こ
の
年
に
年
齢
に
よ
る
体
力
の
衰
え
や
け
が
が
目
立
っ
て
き
て
（『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
八
月
一
日
条
、『
小
右
記
』
同
年
七
月
二
十
五
日
条
、
時
に
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
（、
引
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
、
後
一
条
朝
か
ら
は
勝
岡
が
右
方
最
手
に
な
る
。
（
6
（‌‌
永
山
修
一
ａ
「『
小
右
記
』
に
見
え
る
大
隅
・
薩
摩
か
ら
の
進
物
記
事
の
周
辺
」、
野
口
実
「
薩
摩
と
肥
前
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、一
九
九
五
年
（、
加
藤
友
康
「
平
安
時
代
の
大
隅
・
薩
摩
」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
書
』
一
七
、二
〇
〇
四
年
（、
小
川
弘
和
「
摂
関
家
領
島
津
荘
と
〈
辺
境
〉
支
配
」（『
熊
本
学
園
大
学
論
集
』
総
合
科
学
一
三
の
二
、二
〇
〇
七
年
（
な
ど
。
な
お
、
永
山
修
一
ｂ
「
平
安
時
代
中
・
後
期
の
薩
摩
国
・
大
隅
国
と
南
島
」（『
先
史
・
古
代
の
鹿
児
島
』
通
史
編
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
（
五
八
三
頁
は
、
良
孝
を
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
（
正
月
二
十
二
・
二
十
四
日
条
、『
紀
略
』
二
十
三
日
条
に
内
裏
に
侵
入
し
た
盗
を
射
殺
し
た
滝
口
藤
原
至
高
（
良
孝
（
に
比
定
し
て
い
る
が
、
大
隅
へ
の
下
向
理
由
は
充
分
に
説
明
で
き
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
大
隅
掾
為
頼
と
同
様
に
、
よ
り
在
地
性
の
強
い
任
用
国
司
あ
る
い
は
在
庁
官
人
ク
ラ
ス
の
人
物
と
も
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
の
任
用
国
司
の
様
態
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
滋
ａ
「
請
人
・
口
入
人
の
持
つ
力
」（『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
』
三
富
裕
と
貧
困
、
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
（、ｂ
「
平
安
時
代
に
お
け
る
任
用
国
司
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
四
〇
一
、二
〇
一
二
年
（
を
参
照
。
（
７
（‌‌
野
口
実「
相
撲
人
と
武
士
」（『
中
世
東
国
史
の
研
究
』東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
（
は
、『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
二
年
正
月
二
十
九
日
条
の
貴
姓
者
が
卑
官
に
就
く
際
の
改
姓
の
作
法
を
参
照
し
て
、
相
撲
人
の
場
合
は
藤
原
→
藤
井
、
源
→
県
、
平
→
平
群
、
伊
福
部
→
服
な
ど
の
改
変
例
四
一
真
上
勝
岡
異
見
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
８
（‌‌『
肥
後
国
浄
水
寺
古
碑
群
㈼
』（
宇
城
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
（
に
よ
る
。
（
9
（‌‌
日
羅
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
加
耶
滅
亡
後
の
倭
国
と
百
済
の
「
任
那
復
興
」
策
に
つ
い
て
」（『
遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対
外
政
策
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
（
を
参
照
。
（
１0
（‌‌
拙
稿
「
評
司
・
国
造
の
執
務
構
造
」（『
地
方
木
簡
と
郡
家
の
機
構
』
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
（。
（
１１
（‌‌
拙
稿
「
九
世
紀
の
郡
司
と
そ
の
動
向
」（『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
（。
（
１2
（‌‌
拙
稿
「
郡
司
表
（
稿
（〔
第
三
版
〕」（
註
（
１
（
書
（。
（
１3
（‌‌
拙
稿
ａ
「『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
と
因
幡
国
の
相
撲
人
小
考
」、ｂ
「
古
代
土
佐
国
・
讃
岐
国
の
相
撲
人
」（『
在
庁
官
人
と
武
士
の
生
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
（
な
ど
。
（
１4
（‌‌
註
（
2
（
拙
稿
。
（
１5
（‌‌
府
老
に
つ
い
て
は
、
門
田
見
啓
子
「
大
宰
府
の
府
老
に
つ
い
て
」（『
九
州
史
学
』
八
四
・
八
五
、一
九
八
五
・
八
六
年
（
を
参
照
。
（
１6
（‌‌
佐
々
木
恵
介「
大
宰
府
の
管
内
支
配
変
質
に
関
す
る
試
論
」（
註（
4
（書
（。
（
１７
（‌‌
大
蔵
氏
流
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
藤
野
秀
子
「
大
宰
府
府
官
大
蔵
氏
の
研
究
」（『
九
州
史
学
』
五
三
・
五
四
、一
九
七
四
年
（、
西
別
府
元
日
「
日
田
大
蔵
氏
の
祖
・
大
蔵
永
季
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
地
域
史
研
究
序
説
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
（、
森
本
正
憲
「
原
田
氏
の
祖
大
蔵
氏
の
九
州
土
着
」（『
日
本
歴
史
』
七
〇
七
、二
〇
〇
七
年
（
な
ど
を
参
照
。
ま
た
図
2
の
粥
田
経
遠
や
山
鹿
藤
次
秀
遠
の
活
動
と
大
蔵
氏
流
と
の
つ
な
が
り
は
、
正
木
喜
三
郎
「
府
官
系
在
地
領
主
の
存
在
形
態
」（『
大
宰
府
領
の
研
究
』
文
献
出
版
、一
九
九
一
年
（、浅
野
真
一
郎
「
平
氏
与
党
「
山
鹿
藤
次
秀
遠
」
跡
の
処
分
に
つ
い
て
」（『
高
円
史
学
』
八
、一
九
九
二
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
１８
（‌‌
井
上
満
郎
ａ
「
押
領
使
の
研
究
」、
ｂ
「
追
捕
使
の
研
究
」（『
平
安
時
代
軍
事
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
〇
年
（、下
向
井
龍
彦
ａ
「
押
領
使
・
追
捕
使
の
諸
類
型
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
九
四
、一
九
八
二
年
（、
ｂ
「
諸
国
押
領
使
・
追
捕
使
史
料
集
成
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
五
、一
九
八
六
年
（、
野
木
雄
大
「
平
安
期
国
衙
軍
制
と
追
討
使
」（『
古
代
文
化
』
六
二
の
五
、二
〇
一
〇
年
（
な
ど
。
（
１9
（‌‌
奥
田
勲
「
高
山
寺
本
古
往
来
を
め
ぐ
っ
て
」（『
高
山
寺
本
古
往
来
・
表
白
集
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
（。
（
20
（‌‌
石
井
進
「
中
世
成
立
期
軍
制
研
究
の
一
視
点
」（『
史
学
雑
誌
』
七
八
の
一
二
、一
九
六
九
年
（、
戸
田
芳
美
「
国
衙
軍
制
の
形
成
過
程
」（『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
（、
下
向
井
龍
彦
「
国
衙
と
武
士
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
（
な
ど
。
（
2１
（‌‌
郡
司
・
書
生
に
関
し
て
は
、
拙
稿
ａ
「
雑
色
人
郡
司
と
十
世
紀
以
降
の
郡
司
制
度
」（
註
（
１１
（
書
（、ｂ
「
国
書
生
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
註
（
１3
（
書
（
を
参
照
。
（
22
（‌‌
髙
橋
昌
明
「
大
輪
田
泊
に
つ
い
て
」（『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
（
二
二
六
頁
は
、
平
家
に
よ
る
宋
人
と
の
直
四
二
接
交
渉
、
交
易
の
独
占
に
よ
り
、
大
宰
府
の
府
官
の
権
限
と
役
得
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
が
鎮
西
の
人
々
の
反
乱
の
一
因
で
あ
っ
た
と
見
る
。
（
23
（‌‌
年
次
比
定
お
よ
び
文
書
名
は
工
藤
敬
一「
鳥
羽
院
政
期
肥
後
の
在
地
情
勢
」
（『
熊
本
史
学
』
五
〇
、一
九
七
七
年
（
に
よ
る
。
（
24
（‌‌
森
本
正
憲
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
肥
後
地
方
の
情
勢
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
（。
（
25
（‌‌
工
藤
註
（
23
（
論
文
一
〇
〇
頁
。
（
26
（‌‌
工
藤
註
（
23
（
論
文
一
〇
四
頁
。
（
2７
（‌‌
工
藤
註
（
23
（
論
文
一
〇
二
頁
。
表
3
も
参
照
。
ま
た
一
〇
一
頁
で
は
⑤
の
権
介
近
依
は
①
の
野
部
山
専
当
近
包
と
近
親
関
係
に
あ
る
人
物
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
（
2８
（‌‌
天
養
事
件
や
坂
東
に
お
け
る
紛
争
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
野
口
実
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
（、
鎌
倉
佐
保
「
荘
園
制
の
成
立
と
武
門
支
配
の
統
合
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
四
六
、二
〇
〇
八
年
（、
鈴
木
国
弘
「
鎌
倉
幕
府
成
立
史
私
論
」（『
史
叢
』
七
七
、二
〇
〇
七
年
（、元
木
泰
雄「
源
義
朝
論
」（『
古
代
文
化
』五
四
の
六
、二
〇
〇
二
年
（、
峰
岸
純
夫
「
鎌
倉
悪
源
太
と
大
蔵
合
戦
」（『
三
浦
古
文
化
』
四
三
、
一
九
八
八
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
29
（‌‌
吉
川
聡
・
遠
藤
基
郎
・
小
原
嘉
記
「
東
大
寺
大
勧
進
文
書
集
」
の
研
究
」
（『
南
都
佛
教
』
九
一
、二
〇
〇
八
年
（。「
右
御
下
知
状
、
去
正
応
五
年
十
一
月
朔
日
、
高
木
伯
耆
六
郎
入
道
進
西
代
覚
深
因
幡
坊
持
参
正
文
書
写
ノ
案
文
」
と
あ
る
。
（
30
（‌‌
石
井
註
（
20
（
論
文
、
工
藤
敬
一
「
一
宮
領
免
田
の
支
配
構
造
」（『
九
州
庄
園
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
九
年
（
な
ど
。
（
3１
（‌‌
森
本
正
憲「
肥
前
高
木
氏
に
つ
い
て
」（『
九
州
中
世
社
会
の
基
礎
的
研
究
』
文
献
出
版
、一
九
八
四
年
（、関
幸
彦
「
諸
国
「
在
国
司
職
」
の
消
長
」（『
国
衙
機
構
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
（
な
ど
。
（
32
（‌‌
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
（
三
二
八
〇
頁
は
、
肥
前
の
舟
史
と
し
て
「
大
同
方
に
、
七
薬
、
又
加
佐
薬
・
肥
前
国
松
浦
郡
肥
直
信
則
の
家
伝
也
。
舟
史
恵
丸
・
方
を
朝
に
得
て
以
来
、
薬
官
を
掌
り
、
此
方
に
據
り
て
奏
聞
す
。
神
験
は
瘡
毒
に
大
効
あ
り
焉
」
と
い
う
史
料
を
掲
げ
て
い
る
。
（
33
（‌‌
鎮
西
平
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
野
口
実
「
鎮
西
に
お
け
る
平
氏
系
武
士
団
の
系
譜
的
考
察
」（『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
（
を
参
照
。
（
34
（‌‌
森
本
正
憲
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
肥
前
地
方
の
情
勢
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
世
史
論
攷
』
文
献
出
版
、
一
九
八
七
年
（。「
権
守
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
純
夫
「
治
承
・
寿
永
内
乱
期
の
東
国
に
お
け
る
在
庁
官
人
の
「
介
」」（『
中
世
東
国
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
（
を
参
照
。
（
35
（‌‌
小
川
弘
和
「
院
政
期
の
肥
前
社
会
と
荘
園
制
」（『
熊
本
史
学
』
九
五
・
九
六
、二
〇
一
二
年
（。
（
36
（‌‌
森
本
註
（
34
（
論
文
。
（
3７
（‌‌
小
川
註
（
35
（
論
文
八
頁
。
（
3８
（‌‌
小
川
註
（
35
（
論
文
の
日
向
氏
推
定
系
図
に
依
拠
し
、
山
口
隼
正
「
佐
々
木
文
書
」（『
九
州
史
学
』
一
二
五
、二
〇
〇
〇
年
（、『
武
雄
市
史
』
上
巻
四
三
真
上
勝
岡
異
見
（
一
九
七
二
年
（
三
二
九
〜
三
三
一
頁
、『
嬉
野
町
史
』
上
巻
（
一
九
七
九
年
（
三
三
四
〜
三
四
一
頁
な
ど
の
知
見
を
加
味
し
て
作
成
し
た
。
（
39
（‌‌
山
口
註
（
3８
（
論
文
。
（
40
（‌‌
小
川
註
（
35
（
論
文
。
（
4１
（‌‌
小
川
註
（
35
（
論
文
。
（
42
（‌‌
小
川
註
（
35
（
論
文
註
（
26
（。
（
43
（‌‌
森
本
註
（
3１
（
論
文
。
（
44
（‌‌
こ
う
し
た
各
地
域
に
お
け
る
紛
擾
が
治
承
・
寿
永
内
乱
の
全
国
的
展
開
の
背
景
に
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
「
治
承
・
寿
永
の
内
乱
と
地
域
社
会
」（『
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
（
を
参
照
。
（
45
（‌‌
森
本
註
（
34
（
論
文
。
（
46
（‌‌
関
註（
3１
（
論
文
は
、高
木
氏
一
族
を
在
国
司
に
比
定
し
て
い
る
。
な
お
、
森
本
註
（
3１
（
論
文
は
、
河
上
宮
古
文
書
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
（
八
月
十
八
日
座
主
増
成
河
上
社
開
籠
儀
式
注
進
状
に
「
去
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
（
六
月
八
日
、
於
二
当
社
一
切
経
会
之
砌
一
、
高
木
六
郎
経
貞
与
二
平
尾
七
郎
入
道
浄
覚
一
引
二
出
臨
時
闘
諍
一
、
依
レ
令
二
社
内
汚
穢
一
、
従
レ
令
レ
閉
二
門
社
壇
一
以
降
、
星
霜
押
移
、
既
累
二
廿
七
年
之
春
秋
一
」
と
あ
り
、
こ
の
事
件
に
よ
り
大
宮
司
と
し
て
の
高
木
氏
の
存
続
は
困
難
に
な
っ
た
と
目
さ
れ
る
と
い
う
。
（
4７
（‌‌
永
山
修
一「
キ
カ
イ
ガ
シ
マ
・
イ
オ
ウ
ガ
シ
マ
考
」（『
日
本
律
令
制
論
集
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
（、
山
内
晋
次
『
日
宋
貿
易
と
「
硫
黄
の
道
」』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
（、
田
中
史
生
「
七
〜
一
一
世
紀
の
奄
美
・
沖
縄
諸
島
と
国
際
交
易
」（『
国
際
交
易
と
古
代
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
（
な
ど
。
（
4８
（‌‌
野
口
註
（
6
（
論
文
。
（
49
（‌‌
永
山
註
（
6
（
ａ
論
文
。
（
50
（‌‌
竹
内
理
三
「
薩
摩
の
荘
園
」（『
史
淵
』
七
五
、一
九
五
八
年
（、越
野
孝
「
薩
摩
地
方
に
お
け
る
郡
司
層
と
名
主
層
」（『
初
期
封
建
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
（
な
ど
を
参
照
。
図
７
は
日
隈
正
守
「
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
大
隅
正
八
幡
宮
の
禰
寝
院
支
配
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
六
一
、二
〇
一
〇
年
（
四
頁
な
ど
に
掲
載
の
図
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
（
5１
（‌‌
相
撲
人
と
近
衛
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、註
（
１3
（
ａ
・
ｂ
拙
稿
、「
古
代
常
陸
国
の
相
撲
人
と
国
衙
機
構
」（
註
（
１3
（
書
（
な
ど
を
参
照
。
（
52
（‌‌
以
下
の
忠
景
、
宣
澄
、
源
義
実
に
関
す
る
叙
述
は
、
江
平
望
ａ
「
阿
多
忠
景
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
五
五
の
三
、二
〇
〇
三
年
（、
ｂ
「
豊
後
冠
者
義
実
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、
一
九
九
五
年
（、
野
口
註
（
33
（
論
文
、
清
水
亮
「
鎌
倉
幕
府
の
九
州
支
配
と
薩
摩
平
氏
」（『
兵
た
ち
の
時
代
』
Ⅰ
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
（
な
ど
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
53
（‌‌
檜
前
（
藤
原
、
税
所
（
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
日
隈
正
守
「
一
宮
制
成
立
過
程
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
西
南
地
域
史
研
究
』
八
、
一
九
九
四
年
（
を
参
照
。
（
54
（‌‌『
古
代
文
化
』
五
五
の
二
・
三
（
二
〇
〇
三
年
（
の
諸
論
考
、
柳
原
敏
昭
ａ
「
中
世
前
期
南
九
州
の
港
と
宋
人
居
留
地
に
関
す
る
一
試
論
」（『
日
四
四
本
史
研
究
』
四
四
八
、一
九
九
九
年
（、
ｂ
「
唐
坊
と
唐
人
町
」（『
日
本
の
対
外
関
係
』
四
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
55
（‌‌
関
註
（
3１
（
論
文
。
（
56
（‌‌
薩
摩
・
大
隅
の
国
衙
・
武
士
の
全
体
的
動
向
と
し
て
は
、五
味
克
夫
ａ「
薩
摩
の
御
家
人
に
つ
い
て
」（『
鹿
大
史
学
』
六
・
七
、一
九
五
八
・
五
九
年
（、
ｂ
「
薩
摩
国
建
久
図
田
帳
雑
考
」（『
日
本
歴
史
』
一
三
七
、
一
九
五
九
年
（、
ｃ
「
大
隅
の
御
家
人
に
つ
い
て
」（
同
一
三
〇
・
一
三
一
、一
九
五
九
年
（、
ｄ
「
大
隅
国
建
久
図
田
帳
小
考
」（
同
一
四
二
、一
九
六
〇
年
（
な
ど
を
参
照
。
（
5７
（‌‌
五
味
克
夫
ａ
「
平
安
末
・
鎌
倉
初
期
の
南
薩
摩
平
氏
覚
書
」（『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
論
集
』
九
、一
九
七
三
年
（、
野
口
註
（
33
（
論
文
、清
水
註
（
52
（
論
文
な
ど
に
依
拠
し
、九
州
荘
園
史
料
叢
書
五
『
薩
摩
国
伊
作
荘
史
料
』〈
郡
山
良
光
編
〉（
一
九
六
三
年
（「
揖
宿
系
図
」、『
谷
山
史
誌
』（
一
九
六
七
年
（「
谷
山
系
図
」、『
川
辺
町
郷
土
誌
』（
一
九
五
三
年
（「
河
邊
氏
系
図
」、『
島
津
家
文
書
』
一
─
五
三
九
「
薩
摩
伊
作
庄
并
日
置
郷
下
司
系
図
」
な
ど
を
参
照
し
た
。
建
部
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
日
隈
正
守
ａ
「
大
隅
国
建
部
氏
系
図
考
証
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
四
八
・
五
一
、一
九
九
七
・
二
〇
〇
〇
年
（、
ｂ
「
治
暦
五
年
正
月
二
十
日
付
藤
原
頼
光
所
領
配
分
帳
案
に
関
す
る
一
考
察
」（『
旧
記
雑
録
月
報
』
二
二
、二
〇
〇
一
年
（、
ｃ
「
建
部
姓
佐
多
氏
系
譜
再
考
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
一
、一
九
九
五
年
（、『
指
宿
市
誌
』（
一
九
八
五
年
（〈
江
平
望
氏
執
筆
部
分
〉、
永
山
註
（
6
（
ａ
論
文
な
ど
を
勘
案
し
て
作
成
し
た
。
近
年
は
第
一
章
で
触
れ
た
平
季
基
の
攻
撃
を
受
け
た
藤
原
良
孝
を
こ
の
系
統
の
祖
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
が
、「
頼
」
の
通
字
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
氏
姓
不
明
な
が
ら
、
大
隅
掾
為
頼
も
候
補
に
な
り
得
る
と
考
え
、
付
記
し
て
み
た
。
大
秦
氏
の
系
譜
は
五
味
克
夫
ｂ
「
薩
摩
国
御
家
人
牛
屎
・
篠
原
氏
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
文
学
科
論
集
』
三
、一
九
六
七
年
（
に
よ
る
。
な
お
、
永
山
氏
は
相
撲
人
秦
吉
高
と
大
秦
氏
と
の
系
譜
的
関
係
を
想
定
で
き
る
と
見
て
い
る
。
（
5８
（‌‌
越
野
註
（
50
（
論
文
は
、
郡
司
層
と
「
名
主
層
」
と
を
区
分
し
て
考
察
を
加
え
、
郡
司
は
郡
内
の
徴
税
や
検
断
の
権
限
を
有
し
、
ま
た
名
主
の
下
地
進
上
権
に
は
郡
司
の
何
ら
か
の
保
証
が
必
要
で
あ
っ
て
、
重
層
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、「
名
主
層
」
に
も
広
大
な
所
領
を
有
し
、
所
職
兼
帯
も
多
い
在
庁
官
人
的
名
主
と
、
所
職
の
兼
帯
も
な
く
、
所
領
の
規
模
も
小
さ
い
名
主
層
が
あ
っ
た
と
い
う
。
（
59
（‌‌『
指
宿
市
誌
』（
一
九
八
五
年
（〈
江
平
望
氏
執
筆
部
分
〉。
（
60
（‌‌
永
山
註
（
6
（
ａ
論
文
。
（
6１
（‌‌
五
味
註
（
5７
（
ｂ
論
文
。
（
62
（‌‌
岩
瀬
直
樹
「
相
撲
節
が
結
ぶ
京
と
地
方
社
会
」（『
日
本
古
代
学
』
七
、
二
〇
一
五
年
（
は
、
真
上
勝
岡
を
西
海
道
の
相
撲
人
と
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
が
、
な
お
拙
稿
の
影
響
力
下
に
あ
る
の
か
、
二
五
頁
で
は
常
陸
か
ら
大
宰
府
管
内
に
移
住
し
た
と
見
て
い
る
。
（
63
（‌‌
註
（
１
（
書
に
第
二
版
を
掲
載
し
て
い
る
。
